
議会報告会記録 

 

【第２班】                                                  （１／３） 

開 催 日 時 令和５年 12 月 2 日（土）10 時 00 分 ～11 時 30 分 

開 催 場 所 深谷まちづくり拠点施設 

参 加 人 数    ９人 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

・住民票等のコンビニ交付について 2000 万円税金を使う 市民の方の利便性を重視している 

意味は？  

  

  

  

・マイナンバーカードを高齢者は使用しにくいので 要望として市に伝える 

定期的にマイナンバーの使用の研修会をしては？  

  

  

  

・イオンタウン新西方周辺の渋滞緩和について、都市計画 県へ市から要望している 

道路桑名播磨線の進捗状況は？  

  

  

  

・避難所となる小学校の体育館等で和式トイレを洋式トイ 市へ避難所だけでも早期に洋式トイレに変えるように要望す 

レに変更する考えは？ る 

  

  

  



（２／３） 

議会報告に対

する質疑応答 

質  問 回  答 

・新桑部橋は自転車で通れるのか？ 調べてお答えする 

 市の回答→県からは歩道が設置されると聞いている。 

  

  

  

・若年性認知症（40 代～60 代）はどれだけいるか？ 市に確認する 

 市の回答→６５歳未満で発症する若年性認知症については、 

 桑名市では介護保険の２号被保険者（６５歳以下で介護保険 

 を利用されている方）のうち、初老期における認知症と診断 

 された方として、９名把握しています。 

 厚生労働省による調査（若年性認知症実態調査（令和２年）） 

 では、全国で 35,700 人と推計されており、これを桑名市の人 

 口に当てはめると 40.7 人と推計されますので、把握している 

 以外にも若年性認知症の方はいらっしゃると考えられます。 

・多度学園の通学の安全性は？ 調べてお答えする 

 市の回答→多度地区には、道路の幅員が狭いところや、交 

 通量の多い道路が随所にございますが、保護者、地域の皆様 

 には、登下校の安全を確保するため、各地域において、旗当 

 番等の子供たちの見守りを現在、実施していただいていると 

 ころです。多度学園につきましても、子供たちの安心・安全 

 を守るためには、引き続き各地域において見守り等の御協力 

 を得ながら、新たな通学路についても、安全対策等について 

 関係部署とも協議の上、実施を検討してまいりたいと考えて 

 おります。 

・伊勢大橋掛け替え事業の進捗状況は？ 令和 5 年度から早期に進めるよう国に要望している 

  



 

（３／３） 

参加者からの 

意見・要望等 

・ 桑名の魅力をどう伝えていくか、ブランディングが必要。 

 

 

・◎病気や障害を抱える子どもや家族の支援についての要望 

①子どもの預け先の資源の確保 

市の施設として「さくらプラス星川」は 10 時～14 時と短い。市として健常児に対する待機児童の問題は良く考えられてい 

るが、医療的ケア児や障害のある子どもに対する待機児童と保護者の離職を十分防止できる状況ではない。実態調査を含 

め、改善をお願いしたい。 

 

②親なき後も子どもが安心して生活できる資源や政策の整備 

医療的ケア児の法律ができたから、18 歳以下の子どもに注力するのではなく、その子どもが大人になっても地域で安心に 

暮らせる施策が必要である。 

③付き添い入院への対応をお願いしたい 

本年 6 月 2日、こども家庭庁の小倉大臣が「今年度中に、小児の入院医療機関を対象に調査を実施し、必要な対応を検討 

する」と述べた。医療的ケア児に関わらず、難病などで長期入院を余儀なくされる多くの子どもとその家族にとって可能 

なことを桑名市はやって頂きたい。 

 

 

・特別児童扶養手当と障がい児福祉手当の所得制限について 

桑名市は児童手当の所得制限を撤廃したが、特別児童扶養手当と障がい児福祉手当の所得制限撤廃、または上限の引上げ 

について検討して欲しい。 

・小中一貫校になり地域のコミュニティや文化を守れるのか。桑名の特色ある文化を大切にした教育をして欲しい。 

 

 


